
Japan Advanced Institute of Science and Technology

JAIST Repository
https://dspace.jaist.ac.jp/

Title 表紙、プログラム、奥付

Author(s)

Citation 年次学術大会講演要旨集, 33

Issue Date 2018-10-27

Type Others

Text version publisher

URL http://hdl.handle.net/10119/15552

Rights

本著作物は研究・イノベーション学会の許可のもとに

掲載するものです。This material is posted here

with permission of the Japan Society for Research

Policy and Innovation Management.

Description



2018.10.27 ～28　東京

33 年次学術大会

2018.10.27 ～28　東京

研究・イノベーション学会



第 3 3 回 年 次 学 術 大 会

2018 年 10 月 27 日（土）～ 28 日（日）

東京大学 本郷キャンパス 工学部２号館，３号館

東京都文京区本郷 7-3-1　〒 113-8654

研究・イノベーション学会
Japan Society for Research Policy and Innovation Management

講　演　要　旨　集



一 般 講 演 要 旨 集



― a―

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場

一般講演
研究・イノベーション政
策①

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント）①

一般講演
〈ホットイシュー〉
中小企業におけるイノ
ベーションと地域創生
①

一般講演
〈ホットイシュー〉
AI、ビッグデータ時代
の戦略

一般講演
国際（競争と協調）

一般講演
イノベーション・起業

座長　岡 村 麻 子 座長　小 沼 良 直 座長　西 原 一 嘉 座長　松 本 久仁子 座長　江 藤 　学 座長　遠 藤 　悟
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1B01
MIDIΐʃによるЉ子
ʐƂ・Љ子音ʐの産
業生態̽形成とƟǃ
─ʘˏ化の観˜から
Ώたイノベーション
に関する一考察─
○΅本　И，妹尾堅
一郎，ý˕久美，̂
̔Ȫâ，杉山ʲǧ
（産学連携推進機
構）

1D01
中小企業におけるイ
ノベーションと地域
創生
○西原一Ɓ（大阪Љ
通大Ŭ΢Ƀȱ），大
ʖ̌一（阪Ŕ大Ŭ΢
Ƀȱ・元学長）

1F01
̒ή産業ϋ換ɩの持
続的Ƭ業͐実ˬȢ˼
その展開
○旭岡叡峻（社会イ
ンフラ研究セン
ター）

1G01
˄ơϣÿ資源に関す
る国内ȵ͒とその大
学におけるǉȊĄķ
構̷にfQて
○Ϯɪ̏昭，Чĥ島
˃，岡村Ơ̾（国立
ϣÿ学研究所）

1H01
ͥǮˬƗニー�起˜
のŐ̀機Ƃ開́プロ
グラムの実践と課題
─京Ϩ大学NHiDEPO
の取組み─
○山Ţ太郎，内˄
˔，岡橋さやか，山
本ŕ一，ǈ西　β
（京大）
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1B02
ɏのNͳˣOをめY
る�ービスとIDタグ
の活用可能性
○ý˕久美，妹尾堅
一郎，宮本͝ʶ（産
学連携推進機構）

1D02
ɪοバイオマス資源
を利用した地域į生
可能エネルギー事業
の可能性
○ˈʬ国΅（山ƿɪ
ɯ工業）

1F02
S:ci0tB5�0型社会へ
のƟАに向けて─ブ
ロックチェーンと量
子コン°ÁータのΑ
˜から─
○Х橋　˃（B-
1<:nti0<研究所）

1G02
˄ơϣÿ資源の利用
とそのǉȊ
○Чĥ島˃，岡村Ơ
̾，Ϯɪ̏昭（国立
ϣÿ学研究所）

1H02
NEDO事業にśŁした
中小・ベンチャー企
業へのȽȹの成ŀ要
因に関する考察
○ʌ山正基，ÓƎ
̍（NEDO）
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1B0�
イノベーション¬ブ
を実ˬするĩ的研究
機関の検討─研究基
盤ɎΛのơ部共用に
fQての事例研究─
○小ϫ田敬，ý藤ʽ
信（JAIST）

1D0�
産学連携に取組v中
小企業の成長が地域
創成のε˦
○ͭ村昭ƥ（Âニッ
クス）

1F0�
プロフェッショナル
�ービスにおけるデ
ジタル・トランス
フォー½ーションへ
のȧ資レベルのˍ定
Ǒǰの研究─̤理士
事務所を事例として
─
○佐MɪĚ（立Ƀ
大）

1G0�
ブラジルのͦņϊ産
業政策（In:@a<-A?t:
イノバラ�ト）Οč
のΠみзすそϫ産業
́展への政策のòĦ
効果分析
○ТƗ敏幸（ʺ政
大）

1H0�
研究開́型ベン
チャーの創出におけ
る大学研究成果のε
˦性
○新村和久
（NISTEP）
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1B0

日本の大ȥエレクト
ロニクス企業におけ
るNスマイル�ーブ
とコスト構ϗO実Ξ
分析
○ƙ田΃之（京大／
ローム）

1D0

先端技術i×界にȮ
v　（ļ題з企業連
携が元ʫの源）
○˺ϫ吉雄（中ƦЉ
機ΖƂ製ć所）

1F0

I:Tイノベーションデ
ザインにȈ要なеf
のΑ˜
○内平直ȉ（北陸先
端大）

1G0

ʢǢ研究開́フレー
ムÉークiのͦņϊ
½ー�の協業
○相川直ʜ（一橋
大）

1H0

国内大学́ベン
チャーの成長実態と
その要因に関するä
ě的考察
○Ϯɪŉŕ（ʆ美ɷ
大）

¼»Å¼À

¼»Å¾» ¼»Å¾»

10月27日（土） 9:30〜10:30
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1B05
地産地消エネルギー
を活用した地域活性
化
○櫻井孝幸（ジー
テック），杉原　淳
（杉原科学技術研究
所）

1D05
地域創生から生まれ
た中小企業のタイ進
出
○森嶋　勲（理化工
業），宮崎剛直（八
尾市産業政策アドバ
イザー）

1F05
AI化が日本の産業界
と雇用に与える影響
の大きさと方向性
○奥和田久美（北陸
先端大）

1G05
グローバル・ニッチ
トップ企業における
持続的競争優位の要
因とその相互関係─
日本・ドイツ語圏企
業の比較分析─
○難波正憲，藤本武
士，福谷正信，牧田
正裕（立命館アジア
太平洋大）

1H05
日本の宇宙産業ベン
チャー・事業化の創
出態様と展望─S-
Matching事業の例を
通じて
○橋詰忠昭，柿沼
遼，吉岡　恒
（NEDO）
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1B06
産学連携が企業の研
究生産性に与える影
響の定量分析
○枝村一磨（日本生
産性本部）

1D06
プラスチック業界に
おける成形条件情報
の共通化及びシステ
ムオープン化への取
り組み
○平田園子（西日本
プラスチック製品工
業協会）

1F06
政策形成における
ビッグデータ利用の
拡大に関わる課題
○佐藤　靖（新潟
大），松尾	
 敬子
（JST），有本	
 建男
（政研大）

1G06
東アジアにおける国
家ブランドと国際観
光に関する一考察
○李　孝連（一橋
大）

1H06
共同研究講座・協働
研究所を基盤とした
SDGsに向けた産学連
携
○田中敏嗣，田中敏
宏，橋本道雄（阪
大）
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1B07
NEDOプロジェクトに
おける大学や他企業
との連携の効果
○隅藏康一（政研
大），菅井内音（政
研大／東工大）

1D07
我が国中小企業生き
残りのための情報シ
ステム
○森井義雄（アス
コット）

1F07
学術論文への国際特
許分類（IPC）付与に
よる産学連携の検
討・・・IPC分類と
JST分類の共用分析
○開本　亮（神戸
大），難波英嗣（広
島市立大）

1G07
バイオマスリファイ
ナリをより持続可能
な地球社会システム
とするために─バイ
オマスの人類共同資
源化の可能性に関す
る考察─
○山本長史（神奈川
県）

1H07
新次元産業のブレイ
クスルーの条件と展
開
○旭岡叡峻（社会イ
ンフラ研究セン
ター）
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1B08
プラットフォーム概
念の３分類─交差
型・交流型・交換型
─
○妹尾堅一郎（産学
連携推進機構）

1D08
大企業とベンチャー
企業の連携による
オープンイノベー
ション
○山﨑宏之（LLC山﨑
宏之事務所）

1F08
学術論文への国際特
許分類（IPC）付与に
よる産学連携の検
討・・・京大・阪
大・神大のIPC分類・
JST分類の共用分析結
果
○開本　亮（神戸
大），難波英嗣（広
島市立大）

1G08
オープンイノベー
ションの実践と展望
○桑原　裕（GVIN／
amsジャパン）

1H08
女性起業家輩出のプ
ログラムその２─宮
城学院女子大学2年目
の取り組み─
○渡部順一（宮城学
院女子大）
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10月27日（土） 10:30〜11:30
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Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場
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1B0�
CPSKSDGsKSSC─技
術・ķǰ・文化の相
互関係による産業パ
ラ�イムϋ換に関す
るĖ̐的一考察─
○妹尾堅一郎（産学
連携推進機構）

1D0�
地方創生に向けた地
域中ʁ企業創出にお
ける産学ƺ連携の課
題とñȂの展開に関
する考察
○岡本信ŧ（文科
̊）

1F0�
学術論文への国際特
許分類（IPC）付与に
よる産学連携の検
討・・・͆ſ͈ũȂ
の大学ğのシ»Á
レーショントライア
ル
○開本　亮（神戸
大），難波英嗣（広
島市立大）

1G0�
研究・開́型新Ż品
のイノベーションシ
ステム─ロ¸ット
スーツ・�ップ©ー
ドル情報分析の検討
─
○生田ƌȉ

¼¼Å¾»

¼¼Å¿À ¼Æ¼»
%¨M���î¯�
�hªIï"ãè�
/L�úĎĒĜăĕě
ęĜČēĉđĝÑÒË·Õ×Ù
ÑÈÊÚ·Ð×ÓÔÖÓØĞðf
�
Ü57|#	ĝÌÑÒĞğ
�]©qĝ%¨¼»�,
$�ĠÌÑÒĞğX[A
}ĝÌÑÒĠP�+Ğğ+
�ÝWğ_6Q-ğ

aRcĝÌÑÒĞ

1B10
ˬƗの実情をχまえ
たトランスデ�プリ
ナリー研究の方ʺ論
構̷のΠみ
○ʂ本̀ȉ（ST0LA
Ja;an／東大），大ϫ
元ǥ（ST0LA	
 Ja;an／
ȝ大），西村　Ȫ
（ST0LA	
 Ja;an／東
大），田中和ŷ（政
研大）

1D10
討論

1F10
討論

¼¼Å¿À

¼½Å»» 12�00

10月27日（土） 11:30〜12:00
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Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場

一般講演
〈ホットイシュー〉
¶´»ºに�けÛ{学技
術イノベーションJ]

一般講演
〈ホットイシュー〉
çビデンîに+ÝØ0
学・研究_�の経営・
ćëーñåöā÷îト
ĉーション

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント）Î

一般講演
〈ホットイシュー〉
中小企業におけるイノ
ベーションと地域創生
Î

一般講演
vs�n・技術経営

一般講演
�Vと��

一般講演
〈ホットイシュー〉
½D·É（½ËÉÊÀÃÆÀÁÄÂ
DÂÌÂÄÇÈÅÂÆÊ ·ÇÀÄÉĐI
���à�qt]）

一般講演

S①

座長 長Y（¥藤）�� 座長　西 ; 2 � 座長　¢ 場 ¡ E 座長　Z > �一� 座長　3 ; ,一� 座長　r ? < � 座長　�  £ ^ 座長　� z l X

ÄÅ¾» 2A01
デジタル͆ˉÔiの
Nイノベーションȭ
ʘOのƟǃ─イノ
ベーション・成長概
念Ɵǃの実相と国際
ǉȊ
○藤　̛ŧ（東工
大），渡ϓŒ÷
（フ�ンランド	
 Â
Ëァス�Áラ大学）

2B01
エビデンスに基gX
北˄道大学の͆ſȢ
˼と͆ſマネジ½ン
ト人ɯ'$A
○ʯ端新Ű，田中ɜ
Ű，長谷川康Ƕ（北
大）

2C01
イノベーション創成
の研究開́マネジ½
ントȢ˼
○櫻井敬Ò（日本͆
ˉ大）

2D01
エネルギーの分Ʉ化
（イノベーション）
を通じた地方創生
○ɺ田政ɕ（エイ
Éット）

2F01
先́ŐͿ品½ー�ー
のジェネリック½ー
�ー向けのͦ́的ラ
イセンスがxたらす
社会的͆ˉ的インパ
クトの分析
○Ò森八Ϫ子（阪
大）

2H01
アジアにおける日本
企業のSDGsε˦─新
͜�́のΙ事Ωɻから
─
○佐久϶Ž（元	
 科学
技術と͆ˉの会）

ÄÅ¾»

ÄÅ¿À 2A02
デジタル͆ˉÔiの
Nイノベーションȭ
ʘOのƟǃ─イノ
ベーション・成長概
念Ɵǃの構ϗΔ析と
Ζˍ
○渡ϓŒ÷（フ�ン
ランド	
 ÂËァス�Á
ラ大学），藤　̛ŧ
（東工大）

2B02
大学研究Ȣ˼立ʄの
ための研究Οč活用
の˥ʸ
○Ц谷̍佐子（ȝ
大），小ʹ　Ų（ͦ
˞科学研究機構）

2C02
企業・産業と技術ʘ
ˏ
○õ̔ț太郎（東工
大），久Ē̒一（中
Ʀ大）

2D02
In/?st<i0	
 
�0	
 にƭ
ąにěえるかи─中
小・中堅企業Ƚȹの
立Ɨから─
○谷ŢϥǼ（関西産
業活性協ί会）

2F02
А新的Ő̀技術のɒ
ɩ実用化に向けた
シー�́Ȳ・Ϣ定・
Οč・Ǎ出システム
の構̷
○ɦ部͸ö，森ŢÐ
ϩ子，˕ƶЩ˵子，
中村ɕ生（京大ϼǕ
˿院）

2G02
科学技術と社会に関
する×論Ωɻに関す
る分析
○̈́Əΰȯ
（NISTEP）

2H02
STI	
 1:<	
 SDGsへの取
組と成果展開─日本
のǹみ・ǌɲäˍと
理研ʛ˂のチャレン
ジ
○Ɉ藤ǐʜ（理研）

2I02
ń働ȉ向分類に関す
る研究
○Ǔö和ǌ，Ϯɪ康
之（Ѝ岡大），杉本
̲（事業創ϗ大学院
大）

ÄÅ¿À

¼»Å»» 2A0�
研究開́Ŀに関する
新たなĄ̽的ȭʘに
fQて
○Ə井　裕，Γ田英
之，ʩ原　Ȫ
（NISTEP）

2B0�
日本と˄ơの研究大
学のリ�ーチアド»
ニストレーターに関
する研究
○˧Ɨĩΐ，Àング
吉原Щϩ子（ʺ政
大），˩田đ平太
（関西学院大）

2C0�
t0chn:7:gB
manag0m0nt	
 �cas0
st?/B�	
 -?sin0ss
m:/07�
c:mm0<cia7iCati:n�
○Ga?<a@	
 Ti6as，
Ta6a:	
 F?5iAa<a
（T:B:hashi	
 'ni@�
:1	
 T0chn:7:gB），
P<:1	
 S0ng:6?
（TITECH）

2D0�
機ʉ部品のŁ工̧内
ƛЏĜ検ɻΉ͒の開
́をリードする地域
企業のイノベーショ
ン
○中村　ĕ，岡田Ò
郎（産͍研），ʯ崎
ʽ史（シグマ）

2F0�
が�ȨĄŐͿ品21̥
の創Ϳに関するオー
プンイノベーション
の一考察
○内˄　˔（が�研
究会／京大），ɦ部
͸ö，山Ţ太郎（京
大）

2G0�
ȶώ論文にʼ目した
日本のʪ϶Ўſ利セ
クターによる研究活
ņの実態Ωɻ
○˪　ȟ（JST），佐
藤　ξ一（京産
大），相田Щϩ（お
ͱのʬ女子大），松
尾˵美（関東̓大）

2H0�
大阪大学産学連携ķ
ǰによるHitC協働研
究所SDGйの取り組み
○中˕ȝ久，田中敏
嗣（阪大），Ȃ藤ͫ
一（阪大�機ʉȰͧ協
会技術研究所）

2I0�
Ǐ子ХЭ化と女性の
ȀĽ─女性エンジニ
ア活性10Ų年にǺe
て
○Ƕ岡正ɕ（テクノ
͆ˉ研究所）

¼»Å»»

¼»Å¼À ¼»Å¼À

10月2°日（日） 9:30〜10:1­
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¼»Å¼À ¼»Å¼À

A»¾企oïッション
グĊーúĈ・÷ッñトッ
ý企業における競争�
$Ð日本とöイó�&
（èーîトćå）企業の
b��VÐ

�会　藤 本 a .

¼»Å¾» 2A05
科学技術ȭʘにおけ
るȭʘ開́のΠみз
ϛŚ10年϶のȭʘの
Ɵϡにʼ目した考察
○ý神正ζ，神田˵
美子（NISTEP）

2B05
大学組͑Ϛſにおけ
るエビデンス活用の
一例と課題
○Ыɪ優太郎
（NISTEP），ʟ山
Ђ（˟本大）

2C05
A;;7icati:n	
 :1	
 $0a7
O;ti:ns	
 t:
H0a7thca<0
T0chn:7:gB	
 Sta<t?;
○M/�	
 N?<-A7-Aha/，
Ta6a:	
 F?5iAa<a
（T:B:hashi	
 'ni@�
:1	
 T0chn:7:gB）

2D05
地域の中小企業の新
事業創出ϛ̣におけ
る産学ƺ連携の効果
的活用に関する考察
○ɵ谷和Ǽ（С川
大）

2F05
ȨĄŐͿ品の生産技
術における機会ȺƧ
○̔川І敏（東京理
科大）

2G05
ɚ̩϶的小地域
（˷・大Ʋ）データ
とその小地域に特定
されたȗŏ有ʚ͚Ă
所からなる地域イノ
ベーション実Ξ研究
用のデータベース
○エン�ル・アラン
（テ�・テ�・クロ
スロー�）

2H05
グローバル課題SDGs
にϠũした政策ス
コープとp
○͵ʰ̿一，Ъ　福
実（Ћ学大）

2I05
リ�ジョ́K幸福社
会へLリ�ジョ活ψ
Đ進に向けたNかな
テラスO（かながわ
男女共同ś˸セン
ター）のチャレンジ
─その政策的ȗ義と
ñȂの課題─
○山本長史（神奈川
県NかなテラスO）

¼»Å¾»

¼»Å¿À 2A06
科学技術ȭʘ2018か
らΏた日本з̒ή産
出構ϗにʼ目した考
察
○神田˵美子，ý神
正ζ，村Ó昭義，松
本久ð子（NISTEP）

2B06
日本における分ϫを
ςえた研究活ņのΐ
定要因─国立の研究
大学所Ǖ研究͚への
Ωɻ̞Ωɻの結果か
ら─
○福井文Ư（ϲė女
子大），ɷ　Ђ之
（政研大），新Ώ有
̾子（一橋大）

2C06
技術ニー�開̘によ
る΋Ƹ技術ȳ̓型
オープンイノベー
ションの有効性─
NM:TT:	
 OSA�Aオープ
ンイノベーション
フォーラムOのアン
�ートΩɻから─
○Ŭ取　Ђ（立命館
大）

2D06
͆ˉシステムを活用
した中小Ў製ϗ業の
アジアȢ˼─Nデジ
タルɃɯの中国展
開O事例からのøΧ
ȩ出─
○福井Žò（一橋
大）

2F06
特許ʺとͿ事ʺの関
連性を考Ȝした技術
マネジ½ントの課題
○Ł藤　˃（日大）

2G06
日本企業におけるЎ
本業分ϫの研究開́
活ņがxたらす影響
○̑ŢІʯ，Ǆ˕宏
之（NISTEP）

2H06
ʬż題をテクノロ
ジーiΔʱするため
のビジネスエコシス
テム
○Ǚ本　Ђ，杉本
ǽ（ȝ大）

2I06
創ϗ性工学xȹ用し
た͛˚ˣ分ϫ女性活
ψの˥ʸ分析
○吉井洋子，杉田
ˈ（͛˚ˣ技術協
会）

¼»Å¿À

¼¼Å»» 2A07
EBPMに向けた研究ア
�トプットȭʘにf
Qての考察з科学論
文ȭʘと特許ȭʘの
バイアスとϽ界をς
えるために
○Ǆ˕宏之
（NISTEP）

2B07
学際研究の概念・ˍ
定のį検討によるŨ
大学の学際ǰの分析
○ɷ　Ђ之（政研
大），福井　文Ư
（ϲė女子大）

2C07
M�A実Ɏ企業の資源マ
ネジ½ント
○̸﨑С͑（実践女
子大），ʭ田ɛâ
（á大）

2D07
地域創生にȮvNお
Ͷ子工ƗにƟωした
学ɿO
○ʗŢ元信（山Ţʵ
Ǔ福太郎）

2F07
́ɕĐ進の観˜から
の進ʥ性のǇɻと特
許ĒΰのǹǷに関す
る研究
○佐ţめYみ，Ł藤
˃一郎（ϭʳ工大）

2G07
インフラにĉ用され
る情報機Ƃの品οに
関する研究
○ʭ松Ѐɕ（ʛ˂市
立大），藤　̛ŧ
（東工大）

2H07
持続可能な́展とテ
クノÂート°アニ�
ム
○ʭϫë̾（ɫɲ工
研）

2I07
女性活ψ推進の取り
組み・ˬ˥と課題─
技術͚のΑ˜から
○ùĔŒ˵̾（IHI）

¼¼Å»»

¼¼Å¼À ¼¼Å¼À

10月2°日（日）10:1­〜11:1­

2I0

研究開́部ϴiの[
れからのリー�ーğ
を考える
○杉田　ˈ（J)SE分
科会Лż）

2A0

中長ɩ研究開́プロ
ジェクトにおけるア
�ト�ムに関する考
察─NEDOϕυΩɻ
データに基gX分析
─
○一ͪđ之，ŀĲ
基，ʌ山正基，宮嶋
đ平，ÓƎ　̍
（NEDO）

2B0

大学を特ȅgける研
究分ϫとそのǹ化─
科研ι分ϫĵラン�
ング─
○Ú山˃平，ʊϔІ
Ǽ（ɒ大）

2C0

O;ti:n-Gam0s	
 an/
BaB0sian	
 MCMC
Ana7Bs0s	
 :n
B?sin0ss
D0@07:;m0nt
In@0stm0nt	
 in	
 Ec:-
sBst0m	
 :1	
 N0A
En0<gB	
 In/?st<B	
 in
MBanma<
○NB0in	
 NB0in	
 AB0，
Ta6a:	
 F?5iAa<a
（T:B:hashi	
 'ni@�
:1	
 T0chn:7:gB）

2D0

Њ˛による起業とイ
ノベーション─Âー
ザーとの関係をόと
して─
○品田Υŧ（õť市
Ȁ所）

2F0

中堅製Ϳ企業の˾Ȕ
Е域Ȣ˼とグローバ
ルス¶シャリテ�ー
ファーマ化の方策
○小山ɞâ，õ̔ț
太郎（東工大），̑
ůŕЂ（ベイン・ア
ンド・�ンパニー）

2G0

NEDOテーマĩŊ型事
業の事業͚データ
ベースの構̷と事業
ΟčのĺȂ関係にf
Qて
○ТƗ大Ϗ
（NEDO），ţλȐ平
（日ϯĂϭ͍研）

2H0

SDGйを実ˬするイノ
ベーション・デザイ
ン
○ùỚɉ
（NEDO），͵ʰ̿一
（Ћ学大）

�スト講ˑ
小さなオーストリア
˷から×界へ─Th0
5:?<n0B	
 1<:m
A?st<ia	
 t:	
 g7:-a7
t:;	
 sha<0─
○ギャビン・»コー
ル（トロテック・
レーザー・ジャパン
ʀǵ会社öΈ取͎
Ȁ）

パネリスト
○ギャビン・»コー
ル（同Ó）
○難波正憲（立命館
アジア太平洋大学Ŭ
΢Ƀȱ）
○福谷正信（立命館
アジア太平洋大学Ŭ
΢Ƀȱ）
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¼¼Å¼À 2A08
΅政データの活用と
課題─EBPMの推進に
向けて─
○小ɷˆȑ（文科
̊），ʒ原裕ç
（NISTEP）

2B08
ͮȥ研究͚比˨と論
文のο的ȭʘに̎目
した研究͆ſの分析
フレームзSc:;?sを
用Q	
 た͓͋的分析の
Πみ
○松本久ð子，ý神
正ζ（NISTEP）

2C08
科学技術政策におけ
る国家δ政・ϭ΄Α
˜からのΠ論
○ˈ家Ǿ敏（Ǆ山
大）

2D08
РϨ圏・山ʈ・ΪΚ
地域における新産業
クラスター政策をī
Ą例にしながらKР
Ϩ圏と地方を結r地
域創生新産業クラス
ター政策立ʄを検討
する
○ʭ井　武（ʺ政
大），ТƗϰ成（21
×̾構Ȗ研究会）

企˸セッション続き 2F08
研究データのʺ的性
οとデータリ¹ジト
リにおけるN̶理O
概念のǍĦ
○ĆГ̛ò（̳波
大）

2G08
ファイナンシャルア
プローチによるプロ
ジェクトマネジ½ン
ト
○ã谷̝ʶ（ǉơ͆
ˉκɖ大）

2H08
持続可能な開́�ー
ルへのϪ要ǰに関す
る国際比較
○ɷ　裕子（山Ţ
大）

2I08
Ƀ͠連携と人ɯ͠成
取り組みにおける考
察　３
○ͮɣ　͝（東京理
科大／東ϥ大／日大
／日工大／日本ĒĚ
Ő̀大）

¼¼Å¼À

¼¼Å¾» 2A0�
NテーマϠȊ性のХ
Qͦȁ的な研究人
ɯOに関する一考察
─ŕ士人ɯϕυΩɻ
データの検討をxと
に─
○ʎ光之ł，ʇ川通
久（NISTEP）

2B0�
FƢ能工型G研究Ƚ
ȹ人ɯ͠成コン�ー
シアムの活ņからΏ
えてきた͞能と業͐
の相関
○ý藤正実（͕Т
大）

2C0�
バイオベンチャーの
デスバレーにǉする
リアルオプション
○藤原孝男（β橋技
科大）

2D0�
·（まd）の産学連
携による事業展開
○新藤ɝͤ，山田ð
一郎，小関	
 ˫音（大
阪市立大）

2F0�
国立大学関連特許の
出Й人のϞQに基g
Xマネジ½ントの差
˽
○̈́ϫ光̬（NISTEP�
Ǘϸ大），中山Ē
ƥ，Ǆ˕宏之
（NISTEP）

2G0�
信用ʃ付と˝形資産
○山ŢɞǶ（ニッセ
イアセットマネジ½
ント）

2H0�
討論

2I0�
中̲Ƀ͠・Х̲Ƀ͠
連携による人ɯ͠成
取り組み　е
○ͮɣ　͝（東京理
科大／東ϥ大／日大
／日工大／日本ĒĚ
Ő̀大），ͮɣˌ美
（東ͺХɿ）

¼¼Å¾»

¼¼Å¿À ¼¼Å¿À

Ćンñョンïッション
`Q{学技術+本�
oに�けÛ研究・イノ
ベーション学会の9B
にÜÕÞ

¼½Å»» 2B11
討論

2C11
�ービス業における
̒ή創ϗ拡Ǹ¾デル
の検討
○妹尾　大（東工
大），ϮɪŇ一郎
（立命館アジア太平
洋大）

2D11
討論

¼½Å»»

¼½Å¼À ¼½Å¼À

¼½ÅÀÀ ¼½ÅÀÀ

́起人
ɷ　Ђ之（G$IPS）
πʰĀ一（NISTEP）
Ǆ˕宏之（NISTEP）

・σɑ・活ņ内ǃ
・科学技術基本Ζ˸
の概要・ス�ジÁー
ルなk
・その他

2A10
共ͻネットÉークの
中ȇ性のɚ϶推̢を
ȭʘとした研究͚の
Οč
○藤田正Ĭ（東工
大），̔戸Ě太，井
ノÓ	
 ǅ人（東京Љ機
大），ǈϫЂ雄（産
͍研）

2B10
�ーバーを活用した
ÛȂ˷の事例からみ
るライドシェアリン
グの有効性とϽ界
○中村吉ɕ（ǋĕ
大）

2C10
企業家によるɩ϶的
ド»ナント・ロジッ
クの構̷と組͑ΛΖ
○Ϯɪ信θ（長岡技
科大）

2D10
¬ノイ・¬イフォン
地域の工業ƅ地と日
本・ベトナム中小製
ϗ企業比較
○櫻井敬Ò（日本͆
ˉ大）

2F10
日本企業のアジアά
国̲への特許出Й˥
ʸ	
 （その２）
○正井̿子（中国Ƙ
Ɋ）

2I10
NÉーク・ライフ・
バランスO社会の実
ˬに向けた人ɯ͠成
のȷʄ
○ͮɣˌ美（東ͺХ
ɿ）

10月2°日（日）11:1­〜12:­­
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一般講演
技術経営（	�・ビジ
ネîăデĈ・	業�）

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント）Ï

一般講演
n7学�K・地域

一般講演
{学とx会

ýĊデューî研究�{
会企oïッション
/\Cのêîûä�Ú
るýĊデューëーシッ
ý

一般講演
研究・イノベーション政
策

一般講演
〈ホットイシュー〉
��)イノベーション
のMif

一般講演

SÎ

¹¿½¶企oïッション
¹¿½¶10@ 1C×HØ
���

座長　藤 　y � 座長　k 場 � � 座長　� � � } 座長　8 j 6 � �会　久 � �!子 座長　W 　� � 座長　� d � 一 座長　� 藤　 g �会　� z l X

¼¾Å»» 2A15
研究機ƂリÂース
FΛě市ƗGからみ
る大学における研究
基盤活用の可能性
○佐MɪЂ太，ʯ藤
Ĭ子，田島さとみ，
ɽ橋光人，戸ĊͰ
ʜ，ʯ端新Ű（北
大）

2B15
光学機Ƃ企業のイノ
ベーションのƧɂ事
例
○ñϫĚ一（S�Nコン
�ルテ�ング）

2C15
組͑的利̅相ŞのΑ
˜による大学́ベン
チャーへの関与に関
する課題Ɇ理
○ý藤　Ā（東京ϒ
工大），ɕ谷ɒɘ子
（東大）

2D15
日本の科学コ»Áニ
�ーション人ɯをめ
Yる政策的課題─科
学技術政策とХ̲Ƀ
͠政策との比較から
○ʘͺ靖子（東工
大）

2F15
į生可能エネルギー
のイノベーション政
策とエビデンス
○杉山ɔ広，武藤
淳（東大）

2G15
持続可能な社会への
̢΅／ϋ換に資する
シリアス�ームのデ
ザイン
○太田和Ǽ（͍ũ地
球˰ƚ学研究所）

2H15
ƟАにǍXN日本型
リー�ーシップO
シャープをȃ活さa
たώ社長の事例から
のȷʄ
○中田΅Ǽ（立命館
アジア太平洋大）

¼¾Å»»

¼¾Å¼À 2A16
アドビシステム�の
ビジネス¾デルのƟ
ϡから学r─プラッ
トフォーム論の観˜
からΏた一考察─
○宮本͝ʶ，妹尾堅
一郎，ý˕久美（産
学連携推進機構）

2B16
Bt:B企業のデジタ
ル・トランスフォー
½ーションに関する
実態Ωɻ・研究
○̰原英一（立Ƀ
大），中島成ɛ（ア
ジア太平洋マー�
テ�ング研）

2C16
産学ƺの研究͚や有
ή͚が考える組͑的
な連携を΅RÓiの
ż題˜とpиз大ΐ
ʙȗήΩɻを用Qた
考察
○村Ó昭義，ý神正
ζ（NISTEP）

2D16
生ˣ学̽学会におけ
るNηûPる研究・
イノベーションO関
連ΕΧの内ǃ分析
○ʘͺЂТ（成城
大）

2F16
Ř生ń働科学研究に
おけるŐ̀ICT化に関
連する研究のņ向分
析
○ʯ藤ë̾子，ϭ谷
ʽ宏（国立ĒĚŐ̀
科学院）

2G16
˽οな関係͚による
共創のNƗOに関す
る研究
○西尾Ƭŧ（Ǆ士通
͍研）

2H16
所定ơń働ɚ϶と͆
ˉƃȃĿの関係
○宮崎θ史，大内̾
̒（Ћ学大）

¼¾Å¼À

¼¾Å¾» 2A17
レン�ーʀǵ会社の
ʧ¸ール事業─NŌ
vOビジネスのčĘ
形成とビジネス¾デ
ルに関する一考察─
○中井裕̬，妹尾堅
一郎，ý˕久美（産
学連携推進機構）

2B17
スマートフォンにお
ける製品アー�テク
チャのƟ化　グーグ
ルの¾ジÁール化ス
マ·pąɀƧɂした
のかи
○中田΅Ǽ（立命館
アジア太平洋大）

2C17
日本の産ƺ学連携に
関するį考─大学の
立d位͒にfQての
ΦΔ─
○桑島ĕ一郎（京
大）

2D17
我が国としての[れ
からのAIϠ用研究の
Ƌり方（平和国家Ø
びにơ交とQR観˜
から）
○Ƣ田˃之（ɫɲ工
研）

2F17
ͦ˞科学と人文・社
会科学との連携を実
ο化するために─ą
をKkのよRにすす
めるのか─
○ĺ田̒子，有本建
男，原田裕ɕ（JST）

2G17
シチ�ン�イエンス
の進展による共創型
研究とśŁ型イノ
ベーション
○ɷ　和Ƕ
（NISTEP），ţǓ美
和，Ă本研一（JST）

2H17
国立大学研究͚の̒
ή源─パー�ナル
ネットÉークpϪ要
かи
○村Ó˵̾子（ɒ
大）

¼¾Å¾»

¼¾Å¿À 2A18
森ÔðÛのシームレ
ス�プセル事業─
NŌvOビジネスの
čĘ形成とビジネス
¾デルに関する一考
察─
○ϫŢθ史，妹尾堅
一郎，ý˕久美（産
学連携推進機構）

2B18
日本企業に̖Ɯ的イ
ノベーションp可能
か
○ТƗ靖憲（Ш˕
大），ɺ田ŝŘ（東
北大），ÏÑ直Ƕ
（東京工科大），西
岡　˒（東大）

2C18
組͑的共同研究にお
ける出ŢȢ˼─A�プ
ロジェクトの事例─
○ɒà女Ų子（京
大）

2D18
̱10ƃ科学技術äˍ
ΩɻにΏるǋϴ家の
ę理șの検討
○小ɷđŷ（á大）

2F18
日本のイノベーショ
ン政策とスター・�
イエンテ�スト
○長ʂ（Ь藤）裕美
（Œͺ大），佐Mɪ
ϝ郎（政研大），福
˻̛太（ȝ大），牧
ĭĢ（ɒ大）

2G18
共創的イノベーショ
ンをĄș的に学rた
めの研ĕプログラム
の開́とȾž
○田原敬一郎（ɫɲ
工研），Ʒ藤　çС
（JST），吉˕　剛
（オスロϨ市大）

2H18
'$Apk[に向かRの
か─大学におけるǋ
ϴ的͞ŸとQRΑ座
からの検討─
○Ь藤ͫ子（Ŭ大）

¼¾Å¿À

¼¿Å»» ¼¿Å»»

10月2°日（日） 13:00〜1¬:00

基Ω講ˑ
○͢　І昭（神奈川
県ǬͦʶȰͧ部市˷
村課長）

パネリスト
○ý藤ɥ子（NPOʺ人
かながわ�11ネット
ÉークöΈ理事）
○太田ɞ美（ʀǵ会
社½ル�リ$
Dプロ
デÁー�ー）
○ͮ松ȓƠ（ʀǵ会
社STO$*��D�La-
F?t?<0ネットÉーク
コーデ�ネーター／
元一ͨ社ƅʺ人企業
϶フÁーチャーセン
ターöΈ理事）
○Ŭė　ŉ（͆ſ共
創基盤ア�シエイト
マネージャー）

¾デレータ
○ʆǲ大Ϗ（プロ
デÁース研究分科会
Üɻ／NPOʺ人+ESDA
öΈ）

基Ω講ˑ
工学の̱３波p女性
エンジニアの活ψが
ϱ─´ンリー・�イ
ア─に学r
○長井　Ǌ（ˣο・
ɯɊ研究機構）

J)SEνΈǾǵ
J)SEŀńν
○ñ井ĭ一郎（元機
ʉ学会会長／̔川島
ȼ磨Ϫ工業ǋ務）

J)SE女性エンジニア
ƪŃν
○ùĔŒ˵̾（IHI�

講ˑ
かなテラスのチャレ
ンジ
○山本長史（かなテ
ラス）
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¼¿Å»» 2A1�
松谷化学工業ʀǵ会
社のǧǏ̼事業─
N産OからΏた産ƺ
学連携に関する一考
察─
○̂̔Ȫâ，妹尾堅
一郎，ý˕久美（産
学連携推進機構），
関本奈ͷ子（NEC）

2B1�
M�AによるȢ˼¹ジ
ションと資源¹ート
フォリオの同ɚƟɠ
○ʭ田ɛâ（á
大），̸﨑С͑（実
践女子大）

2C1�
オープンイノベー
ションを推進する産
学連携活ņに関する
研究
○西尾Ƭŧ（日工大
／Ǆ士通͍研）

2D1�
Єǁ͚のSTEMɃ͠K
STEM�ャリアȽȹに
fQて
○山本ɞ史，Č田ϝ
郎（ɫɲ工研）

企˸セッション続き 2F1�
˄ơのファンデ�ン
グ機関における˽分
ϫ΄ũK学際研究
○長谷川θ之（JST）

2G1�
͹ͬ的科学技術のた
めのリアルタイム・
テクノロジーアセス
½ントのΠみ
○ʘͺЂТ（成城
大），吉ʭ大̛（ɒ
大），ʴ村　ξ（成
城大），吉˕　剛
（オスロϨ市大），
田中ǫ人（ɒ大）

2H1�
ϒ業の事例によるЄ
がQ͚雇用創出のし
XみにfQて
○Ͳϫƌ一，ȄÚƽ
̦，小̯ɟЂ（Ŭ工
大）

¼¿Å»»

¼¿Å¼À 2A20
パーク２еのУϊƗ
事業・¾ビリテ�事
業・タイム�¶イ事
業─プラットフォー
ム論・CPS論からの一
考察─
○森川ϐ生，妹尾堅
一郎，ý˕久美（産
学連携推進機構），
関本奈ͷ子（NEC）

2B20
日本企業における
オープンкイノベー
ションз11年϶の͉
続Ωɻより（1）з方
ʺ論的検討
○˗岡　β（ȝ大）

2C20
大型の共同研究にお
けるバリÁーチェー
ンの検討─大学から
企業にわたるバ
リÁーチェーンのħ
ĄɢϠにfQて─
○Н島đ宏（阪大）

2D20
科学技術をベースと
したǌɲ社会展望の
Πみ
○ʛ尾ˆ子，̑ϫ幸
子，ͼ生̠Ĭ
（NISTEP）

2F20
̹国の研究開́エコ
システムį考з他国
におQて政策形成の
ś考とするためのΑ
˜
○ϟ藤　Ȓ（日本学
術Ȱͧ会）

2G20
日˯産学協Ŀによる
ХЭ͚と地域市ʪが
śŁするХЭ社会¾
デル開́─成ˠ社会
の国際共通課題ǉȊ
のイノベーション推
進のΠみとして─
○Ȃ藤ͫ一（日本福
̚大／JST），ϭ山ɜ
ŧ，ʿʂQ`み，川
嶋ȓ太（JST）

2H20
科学技術イノベー
ション政策の科学O
に関するシラバス分
析
○岡村Щ子（政研
大），ɷ　信˖
（JST），小ɺ　̲
（NISTEP），西村
ź（ȝ大）

¼¿Å¼À

¼¿Å¾» 2A21
クックパッドʀǵ会
社のɊ理レシ°�イ
ト事業─プラット
フォームビジネスの
進展に関する一考察
─
○杉山ʲǧ，妹尾堅
一郎，ý˕久美（産
学連携推進機構），
関本奈ͷ子（NEC）

2B21
日本企業における
オープンкイノベー
ションз11年϶の͉
続Ωɻより（2）зø
Χとその検定
○˗岡　β（ȝ大）

2C21
E'におけるSTIのƺʪ
およびƺƺパート
ナーシップ（PPP	
 an/
P2P）に関する取組の
一考察
○ϫűХʜ（ɫɲ工
研）

2D21
Nʮ用ĿOのΟč事
例と定義の分類によ
る構ϗ化の課題ȩ出
○Ϯɪ͗˻С（ȝ
大）

2F21
̹国Х̲Ƀ͠にǉす
るǢ政ǯä̵のΐ定
要因分析─リーマン
ショックをŮvɩ϶
をǉγとして─
○̂川展之（ɫɲ工
研／NISTEP），ʬ田
ĚϏ（大正大），渡
部ͫɾ（Ǚȥ県立
大），山本　ˈ（ϲ
ė女子大／東大），
島　一Ĺ（東北大）

2G21
共用品によるЄǁ͚
̲がśŁするÕĎさ
ǉȊのイノベーショ
ン─N共用品研究
所Oによる実践と理
論のØ進の取組み─
○Ȃ藤ͫ一（共用品
推進機構／日本福̚
大），松森¬ル»，
ɗ川Ʒ之（共用品推
進機構）

2H21
科学技術イノベー
ション政策の科学O
のコアコンテンツć
成に向けた国内ơɃ
͠研究プログラムΩ
ɻ
○ɷ　信˖（JST），
岡村Щ子（政研
大），原田裕ɕ
（JST）

¼¿Å¾»

¼¿Å¿À 2A22
長ϫ県の製̺企業ç
社のビジネス¾デル
を比較する─地域企
業の͆ſȢ˼に関す
る一考察─
○小ʹ太一，妹尾堅
一郎，ý˕久美，中
井裕̬（産学連携推
進機構）

2B22
N科学OÕτによる
イノベーションϺǁ
─ファインバブルの
事例─
○ʯ藤　学（一橋
大），吉岡�小ɷ）Ȇ
（東大）

2C22
地域における産学連
携の課題
○小沼ͩ直（ɫɲ工
研），ˊ谷　Ě
（フ�ールド・フ
ロー），大ʿ˻ʓ佐
久（OSTi），田原敬
一郎，ϫűХʜ（ɫ
ɲ工研），ʇː美ǧ
（OSTi）

2D22
Ƌ˻ơ国人のȊǉに
向けたͦʶĄ̪Ţに
おける音ƞ͘Νの社
会実Фの取組み
○Ʒ西　Ě（İˡŖ
ĸ），˘川　ʹ（͌
˙市Ȁ所）

2F22
中国の科学技術¬イ
レベル人ɯȢ˼─
Ñ人Ζ˸Oから
NŒ人Ζ˸Oへ─
○Ų　ǏÛ，新田英
之（JST）

2G22
しまnア�デ»アの
展開E共創を͠vプロ
グラムの開́に向け
て
○Ʒ藤çС（JST），
田原敬一郎（ɫɲ工
研），Ǚ˙ǚö（島
ʂ大），吉˕　剛
（オスロϨ市大）

2H22
ơ国人大学院生をǉ
γとする英語による
技術͆ſ特論ȱ業に
関する検討
○山ŢĈ和（Œͺ工
大）

¼¿Å¿À

¼ÀÅ»» ¼ÀÅ»»

企˸セッション続き

○Ϯɪ̍ç（東大）
○吉̝˯枝（J)SE）
○小ɷ信一（広島
大）
○Чϫ憲子（JPEC）
○Ц井Ƕ之
○吉井洋子（͛˚ˣ
技術協会）
○武田康嗣（本学会
Лż）
○杉田　ˈ（EAJ）
○ʭϫ　ŕ（EAJ）
○Нƙ幸Ò（日本Ζ
量Ȱͧ協会）
○ƊǓ̠雄�元ųの
͂）
○Ƕ岡正ɕ（テクノ
͆ˉ研究所）
○渡ϓΘʯ（ブリ 
ストン）

¹スター出展͚
・藤原͌Ý（NISTEP�
・Ơ　×ɕ（同ȉ社
大）
・藤本Ź史（同ȉ社
大）

10月2°日（日） 1¬:00〜1­:00
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¼ÀÅ»» 2A2�
一Úファルコスʀǵ
会社のプロテオグリ
�ン事業─N産Oか
らΏた産ƺ学連携に
関する一考察─
○小ʹ太一，妹尾堅
一郎，ý˕久美，
（産学連携推進機
構），Óϫ洋和（ų
の͂）

2B2�
取͎Ȁ会のƢ様性と
研究開́活ņとの関
係に関する一考察
○日比ǾȒ，Ь藤ɫ
΀，大内̾̒（Ћ学
大）

2C2�
産学連携による新し
QɃ͠事業イノベー
ション
○˂田孝΅，Х橋
;，山本直美（ɢϠ
化デザイン講座）

企˸セッション続き 2F2�
2018年中国政ǯ̊Ǭ
į͏とファンデ�ン
グシステムȾА
○新田英之，Ų　Ǐ
Û（JST）

2G2�
社会課題Δʱと地方
創生をƆる事業
;7anningの実践事例
○ϻ部ðȉ（ABE�エ
イ・ビー・イー�創
研）

2H2�
Ƀ͠のイノベーショ
ンに関する一考察
（ж）ŕ士人ɯの͠
成
○小̻ǫƥ

企˸セッション続き ¼ÀÅ»»

¼ÀÅ¼À 2A2

МɊ品関連産業にお
けるB	
 t:	
 B˨とş̅
性との関係性分析
○ñ橋　裕，Ó西Ž
ò（阪大），˧Ɨĩ
ΐ（ʺ政大）

2B2

͆ſ͚能Ŀと�フト
�ェアȧ資
○山Ţ　ɛ（一橋
大）

2C2

˿院・Ő学部�ャン
パス内i΅R産学連
携の効果
○ðλ建ƥ（͆産̊
／ȝ大）

2F2

進化する大阪�スの
オープンイノベー
ション活ņ
○ʗŢ裕ȍ（大阪�
ス）

2G2

マルチステーク·ル
�ーś˸による交
通・Ϩ市のイノベー
ション
○ǟŔϝθ（sch0m0
@0<g0）

¼ÀÅ¼À

¼ÀÅ¾» 2A25
Ě康М品・�プリ½
ント市Ɨへの新・創
生に向けた一考察
○˂田孝΅（ɢϠ化
デザイン講座）

2B25
ơ国企業の日本iの
Жͣの活用	
 @s�	
 日本
企業の˄ơiのЖͣ
の活用
○ϔ藤正幸（東京Љ
機大）

2C25
΅ņ͆ˉ学的アプ
ローチによるKȗȍ
ʱ定に関わるΣ̒・
Ĵɋ½�ニ�ムのΔ
ɕ
○西川洋΅（県立広
島大），ɷ　ϩ͑
（山Ţ大），Ħϫ和
ɧ（Șư大）

2F25
リスクŗ機マネジ½
ントの方ʺ論をĉe
て日本の科学技術Ŀ
ż題を考える
○宮ɷ正Ȑ（東京Ϩ
市大／松ͽ大）

2G25
討論

¼ÀÅ¾»

¼ÀÅ¿À 2A26
öɡ͟（フェイク
»ート）・ƓО͟
（クリーン»ート）
市ƗへのśĦ可能性
に関するΩɻ
○éőǞ美С（日本
͆ˉ研）

2B26
日本企業の×界のЖ
ͣを活用した̒δ創
出
○ϔ藤正幸（東京Љ
機大）

2F26
̹ʢのア�デ»ア創
Ϳに関わるデ�ール
のĝ向
○ϪͰ˃美
（NISTEP），ñ西Ĭ
昭，̒ƗĀò（日本
Ő̀研究開́機
構），̔井　Ě（阪
大／ŐͿ基盤・Ě
康・ɾО研）

¼ÀÅ¿À

¼ÁÅ»» ¼ÁÅ»»

10月2°日（日） 1­:00〜1®:00
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